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評価結果

１  評価の概要・方法 

平成 30 年（2018 年）に策定した「第３次芦屋市健康増進・食育推進計画」は、

芦屋市健康増進・食育推進計画策定に関わるアンケート調査等を基に、平成 30 年度

（2018年度）から令和５年度（2023年度）を計画期間とする健康づくり施策に対

する目標（指標と目標値）が設定されています。 

「健康増進計画」「食育推進計画」「母子保健計画」「自殺対策計画」のそれぞれの健

康分野や取組の柱別に指標の達成状況等を整理し、取組を評価しました。 

評価方法は、第３次計画の目標について、直近値（令和４年（2022年）調査結果

等）と策定当初値（平成29年（2017年）調査結果等）を比較し、目標に対する達

成状況について以下のとおりとしました。 

評価 基 準 

Ａ 目標を達成した 

Ｂ１ 目標は達成していないが改善した（改善率10%以上） 

Ｂ２ 変化がない（改善率±10%未満） 

Ｃ 悪化している 

― 評価困難（制度変更等により、現状値を把握できず評価不可能なもの等） 

直近値は、主に、令和４年（2022）11 月から 12 月実施の「「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」

策定に係るアンケート調査」に基づくものです。 

［評価算定式］：策定当初値から目標値設定の上げ幅を勘案して、策定当初値から直近値に対する改善

率を算定

直近値（令和４年（2022）調査結果等） ― 策定当初値（平成 29 年（2017）調査結果等） 

目標値             ―  策定当初値（平成 29 年（2017）調査

改善率＝ ×100 

資料 2 

直近値が令和 3年度のものについては、データが揃い次第、令和 4年度に更新します。
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２  「母子保健計画」の評価 

（１）安心安全な妊娠・出産への保健対策の推進 

これまで、母子健康手帳の交付・乳幼児健診の実施を行い、また親子同士が交流で

き、子育てについて悩みを話し合える場を提供して、多くの親子の参加を促進すると

ともに、こどもの発達段階に応じた正しい情報提供と相談体制の整備を図ってきまし

た。 

評価結果をみると、妊娠中の喫煙率・飲酒率、乳幼児歯科健康診査の受診率は減少

しています。 

指標 
策定当初値 

（Ｈ29（2017））

直近値 

（R3（2021））
目標値 評価

①全出生数中の低出生体重児の割合 

低出生体重児（2,500g 未満） 7.8% 8.3％ 減少  

うち極低出生体重児（1,500g未満） 0.3% 0.0％ 減少  

②妊娠 11 週以下での妊娠届出者 

96.8% 97.6％ 100％  

③妊娠中の喫煙率 

1.5% 0.6％ 0%  

④妊娠中の飲酒率 

2.6% 1.4％ 0%  

⑤乳幼児歯科健康診査の受診率 

33.2％ 30.5％ 40％以上
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（２）健やかな成長を見守り育む保健対策の推進 

本市の小児医療については、休日応急診療所と在宅当番医制による１次救急、病院

群輪番制による２次救急、阪神地区救命救急センターによる重篤患者を対象とする３

次救急まで、機能分担を図っています。特に、小児科では、芦屋市・西宮市・尼崎市

の公立・私立の病院が小児救急病院群輪番制をとり、休日・夜間の２次救急医療を担

っています。 

評価結果をみると、事故対策を行っている家庭の割合、かかりつけの小児科を持つ

親の割合、休日・夜間の小児救急医療機関を知っている人の割合、乳幼児健診受診率

など増加しています。 

指標 
策定当初値 

（Ｈ29（2017））

直近値 

（R3（2021））
目標値 評価

①事故対策を行っている家庭の割合 

１歳６か月児 91.3% 94.2% 100%  

３歳児 84.5% 88.3% 100%  

②かかりつけの小児科を持つ親の割合 

１歳６か月児 96.7% 97.5% 100%  

３歳児 96.9% 97.0% 100%  

③休日・夜間の小児救急医療機関を知っている人の割合 

１歳６か月児 90.2% 93.9% 100%  

３歳児 94.2% 92.6% 100%  

④乳幼児健診の受診率

 93.2％ 96.5% 100％  

⑤３歳児健康診査の結果、虫歯のない幼児の割合 

 93.6％ 95.1% 95％以上  

⑥育児について相談相手のいる母親の場合 

 97.4％ 98.9% 100％  

⑦育児参加する父親の割合 

 94.4％ 95.0% 100％  

⑧４か月児健康診査までの育児状況把握率

 98.4％ 95.7% 100％  

⑨定期予防接種の実施率 

麻しん風しん（１期） 101.8％ 93.2% 100%  

麻しん風しん（２期） 94.2％ 95.0% 100%  
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３  「健康増進計画」の評価 

（１）運動習慣の確立と実践 

本市では、健康相談や健康教育等を通じて運動についての普及・啓発を行ってきま

した。体操等の運動メニューを紹介するとともに、運動に関する教室や運動施設の整

備など運動の機会を充実してきました。 

評価結果をみると、週３回以上の運動を行っている人の割合が男女ともに減少して

います。 

特に、コロナ禍において、運動量が「減った」の割合は約３割、外出頻度が「減っ

た」の割合は約６割、友人・知人とのコミュニケーションが「減った」の割合が約５

割となっています。 

運動習慣について（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

回答者数 =

女性　50歳代 125

女性　60歳代 143

女性　70歳以上 163

女性　10・20歳代 85

女性　30歳代 100

女性　40歳代 93

24.7 

11.0 

16.1 

31.2 

30.8 

36.8 

34.1

35.0

25.8

29.6

30.1

26.4

15.3

13.0

12.9

8.0

14.0

9.8

7.1

9.0

6.5

4.0

2.8

4.9

18.8

32.0

38.7

27.2

22.4

19.0 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%回答者数 =

42

54

76

79

114

136

男性　10・20歳代

男性　30歳代

男性　40歳代

男性　50歳代

男性　60歳代

男性　70歳以上

21.4 

31.5 

31.6 

31.6 

50.0 

47.8 

26.2

20.4

21.1

20.3

19.3

22.8

16.7

9.3

11.8

19.0

7.9

2.9

9.3

9.2

7.6

9.6

2.2

35.7

27.8

26.3

21.5

13.2

22.8

1.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に３回以上 週に１～２回 月に２～３回
月に１回以下 まったくしない #REF!無回答
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運動しない理由について（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

新型コロナウイルス感染症の感染拡大前後における生活の変化について 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

指標 
策定当初値 

（Ｈ29（2017））

直近値 

（R4（2022））
目標値 評価

①週３回以上の運動を行っている人の割合 

男性 36.1% 33.7% 50％以上 C 

女性 25.3% 22.5% 50％以上 C 

②何らかの地域活動をしている高齢者の割合 

65歳以上 20.3% ― 30％以上 ―

※②については、今回調査において設問を削除したため「―」（評価不能）としています。

回答者数 = 1,224

運動量

外出頻度

友人・知人とのコミュニケー
ション

7.1

1.6

3.2

51.4

29.5

35.9

32.2

65.4

55.0

6.8

1.7

4.0

2.5

1.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

時間がない 必要性を感じない

面倒くさい 運動施設がない

身近に指導者がいない 長続きしない

身体的な理由でできない 仲間がいない

家族や周囲の目が気になる 感染症が心配

その他 無回答

回答者数 =

男性　10・20歳代 15

男性　30歳代 15

男性　40歳代 20

男性　50歳代 17

男性　60歳代 15

31男性　70歳以上

46.7

40.0

35.0

52.9

20.0

3.2

6.7

13.3

20.0

6.7

16.1

20.0

26.7

20.0

17.6

20.0

19.4

6.7

3.2

3.2

13.3

6.7

20.0

23.5

6.7

6.5

6.7

6.7

22.6

13.3

3.2

3.2

5.0

6.7

6.7

13.3

5.9

13.3

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100% 回答者数 =

女性　10・20歳

代
16

女性　30歳代 32

女性　40歳代 36

女性　50歳代 34

女性　60歳代 32

女性　70歳以上 31

6.3

34.4

25.0

26.5

18.8

6.5

3.1

2.8

11.8

9.4

22.6

43.8

21.9

19.4

23.5

18.8

12.9

2.8

2.9

3.2

18.8

6.3

25.0

23.5

15.6

6.5

6.3

9.4

29.0

6.3

2.8

3.1

6.3

6.3

6.3

2.8

5.9

9.4

18.8

18.8

19.4

5.9

12.5

19.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増えた 変わらない 減った もともとない 無回答
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ウイスキー・ブランデー
（ダブル60ml）＝20ｇ

（２）禁煙と適正飲酒の推進 

本市では、喫煙や受動喫煙が及ぼす健康影響について、健診や健康相談時にパンフ

レットを配布するなど正しい知識の普及・啓発や、禁煙希望者に対し相談等の支援に

取り組んできました。 

また、飲酒の害や依存症に関する正しい知識の普及・啓発などのアルコール対策に

取り組んできました。 

評価結果をみると、副流煙が及ぼす健康への影響を知っている人の割合は増加傾向

にあり、たばこを吸っている人の割合は減少しています。 

飲酒に関しては、生活習慣病リスクを高める量を飲酒している者（１日当たりの純

アルコール摂取量※が男性40g以上、女性20g以上の者）の割合は増加しています。 

喫煙状況について（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

回答者数 =

男性　10・20歳代 32

男性　30歳代 54

男性　40歳代 76

男性　50歳代 79

男性　60歳代 114

男性　70歳以上 136

3.1 

7.4 

11.8 

8.9 

7.9 

2.9 

13.0

14.5

6.3

5.3

1.5

6.3

5.6

1.3

0.7

16.7

25.0

40.5

55.3

58.1

90.6

53.7

48.7

43.0

30.7

28.7

3.7 

0.9 

8.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ビール（中瓶１本 500ml）＝20g 

日本酒１合（180ml）＝22g 

焼酎 1合（25度）＝36g 

ワイン（１杯 120ml）＝12g 

※純アルコール量（参考）

回答者数 =

女性　10・20歳代 68

女性　30歳代 100

女性　40歳代 93

女性　50歳代 125

女性　60歳代 143

女性　70歳以上 163

5.0 

1.1 

1.6 

4.9 

1.2 

1.5

1.0

2.2

1.6

1.4

1.5

9.0

15.1

12.0

15.4

8.6

95.6

85.0

81.7

83.2

76.9

76.7

1.5

1.6

1.4

13.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

以前は吸っていたが今は吸っていない

以前から吸っていない

無回答

紙巻たばこを吸っている

加熱式たばこを吸っている

紙巻たばこと加熱式たばこの両方を吸っている
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飲酒量について（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

指標 
策定当初値 

（Ｈ29（2017））

直近値 

（R4（2022））
目標値 評価 

①たばこを吸っている人の割合 

男性 15.6% 14.6% 14％以下 B1 

女性 4.1% 3.7% ３％以下 B1 

②副流煙が及ぼす健康への影響を知っている人の割合 

 86.0% 88.9% 100％ B1 

③生活習慣病リスクを高める量を飲酒している者（１日当たりの純アルコール摂取量が男性 40g 以

上、女性 20g 以上の者）の割合 

男性 18.6% 20.6% 15.0％以下 C 

女性 17.5% 20.2% 15.0％以下 C 

回答者数 =

男性　10・20歳代 32

男性　30歳代 54

男性　40歳代 76

男性　50歳代 79

男性　60歳代 114

男性　70歳以上 136

11.1

23.7

29.1

37.7

30.9

6.3

9.3

15.8

16.5

18.4

11.8

15.6

20.4

19.7

16.5

16.7

10.3

31.3

16.7

10.5

8.9

7.9

6.6

12.5

22.2

18.4

16.5

10.5

17.6

34.4

18.5

11.8

11.4

8.8

19.1

1.9

1.3

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日飲む 週４～６日飲む 週１～３日飲む

月１～３日飲む ほとんど飲まない 飲まない、飲めない

無回答

回答者数 =

女性　10・20歳代 68

女性　30歳代 100

女性　40歳代 93

女性　50歳代 125

女性　60歳代 143

女性　70歳以上 163

2.9

5.0

9.7

16.0

13.3

6.7

1.5

5.0

6.5

8.8

7.0

8.6

7.4

14.0

16.1

12.0

7.0

8.0

16.2

17.0

9.7

16.0

5.6

8.0

35.3

25.0

24.7

21.6

25.2

24.5

36.8

34.0

33.3

25.6

40.6

40.5

1.4

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）こころの健康 

本市では、ストレス解消法や休養に関する知識の普及・啓発を図ってきたとともに、

地域生活を支える相談及び支援の強化や、総合的な自殺予防対策を推進してきました。 

評価結果をみると、悩みの相談先を知らない人の割合、睡眠による休養を十分にと

れていない人の割合は増加しており、ストレス解消法を持っている人の割合は減少し

ています。 

睡眠状況（健康状態別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

相談状況（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

回答者数 =

全  体 1,224

よい 159

まあまあよい 341

普通 474

あまりよくない 200

よくない 42

20.4

38.4

19.6

15.4

19.0

21.4

52.5

47.2

60.4

56.1

38.5

35.7

22.4

12.6

17.3

24.3

34.0

26.2

3.8

0.6

1.8

3.4

8.0

16.7

1.0

1.3

0.9

0.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分とれている まあまあとれている あまりとれていない

まったくとれていない 無回答

誰かに相談する 誰にも相談しない その他 無回答

回答者数 =

女性　10・20歳代 85

女性　30歳代 100

女性　40歳代 93

女性　50歳代 125

女性　60歳代 143

女性　70歳以上 163

80.0

89.0

78.5

73.6

80.4

70.6

17.6

10.0

20.4

23.2

15.4

22.1

2.4

1.0

1.1

0.8

2.8

2.5

2.4

1.4

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性　10・20歳代 42

男性　30歳代 54

男性　40歳代 76

男性　50歳代 79

男性　60歳代 114

男性　70歳以上 136

69.0

68.5

52.6

60.8

56.1

55.9

26.2

27.8

44.7

39.2

36.8

36.8

4.8

1.9

2.6

3.5

1.5

1.9

3.5

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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ストレスの解消法（性別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

指標 
策定当初値 

（Ｈ29（2017））

直近値 

（R4（2022））
目標値 評価

①睡眠による休養を十分にとれていない人の割合 

24.0% 26.2% 15％以下 C 

②ストレスを感じたときの相談相手がいる人の割合 

93.9% － 100％ － 

③ストレス解消法を持っている人の割合 

93.7% 92.7% 100％ C 

④悩みの相談先を知らない人の割合

41.5% 31.9% 35%以下 A 

⑤芦屋市自殺者数

12人 11 人（R3） 減少 A 

※②については、前回調査時から選択肢が変更されているので「―」（評価不能）としています。

％

散歩や運動をする

趣味や好きなことをする

友達や家族と話す

ゆっくり入浴する

何もせずのんびりする

好きなものを食べる

よくお酒を飲む

ギャンブルをする

SNS を見る・発信する

その他

特にない

無回答

35.7

56.0

26.8

15.5

26.0

22.0

18.5

2.8

8.1

2.6

7.1

3.0

30.1

57.8

50.8

24.5

32.3

44.9

6.4

0.1

11.9

2.5

3.5

1.7

0 20 40 60 80 100

男性

（回答者数 = 504）

女性

（回答者数 = 715）
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（４）歯及び口腔の健康づくり 

本市では、むし歯予防や歯周疾患予防の普及・啓発、生涯にわたり自分の歯で食べ

られることをめざす「８０２０運動」の推進等により、ライフステージに応じた歯及

び口腔の健康づくりを実施してきました。 

評価結果をみると、60 歳代で 24 本以上自分の歯を有する人の割合、定期的な歯

科健診を受診する人の割合、40 歳代で歯間部清掃用具を使用する人の割合が目標を

達成しています。また、50 歳代の歯間部清掃用具を使用する人の割合は目標値には

達していませんが、増加しています。 

歯の保有本数について（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

24本以上 20～23本 11～19本 0 ～10本 無回答

回答者数 =

女性　10・20歳代 85

女性　30歳代 100

女性　40歳代 93

女性　50歳代 125

女性　60歳代 143

女性　70歳以上 163

94.1

93.0

91.4

85.6

67.8

36.8

4.7

5.0

6.5

11.2

18.2

22.7

1.0

1.1

3.2

9.1

23.3

1.0

4.2

13.5

1.2

1.1

0.7

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

男性　10・20歳代 42

男性　30歳代 54

男性　40歳代 76

男性　50歳代 79

男性　60歳代 114

男性　70歳以上 136

95.2

92.6

84.2

68.4

63.2

34.6

2.4

5.6

10.5

20.3

24.6

25.7

2.4

2.6

10.1

8.8

21.3

1.3

3.5

16.2

1.9

1.3

1.3

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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歯と口の健康のため気をつけていること 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

指標 
策定当初値 

（Ｈ29（2017））

直近値 

（R4（2022））
目標値 評価

①60歳代で 24 本以上自分の歯を有する人の割合 

 52.0% 65.8% 60% A 

②定期的な歯科健診を受診する人の割合 

 44.1% 50.7% 50% A 

③歯間部清掃用具を使用する人の割合 

40歳代 49.3% 62.9% 60% A 

50 歳代 54.8% 62.0% 65% B2 

④３歳児健康診査の結果、虫歯のない児の割合

 93.6％ 95.1％（R3） 100％  

⑤喫煙が及ぼす健康への影響を知っている人（歯周病）の割合

24.9％ 

（喫煙者40.2％）
29.1％ 30%以上 B1 

回答者数 = 1,224 ％

食後に歯磨きや口をすすぐことを心がけている

歯間ブラシや糸ようじなどの清掃補助具を使ってい
る

フッ素（フッ化物）入りの歯みがき剤を使用する

食後にキシリトール配合のガムを摂取している

定期的（年に１回以上）に歯の健診を受けている

甘い食べ物・飲み物をできる限り減らし、摂取後は
口腔清掃をしている。

よく噛(か) んで（ひとくち15回以上）食べるよう
に心がけている

その他

特に気をつけていない

無回答

67.6

56.9

36.1

6.0

50.7

9.2

15.3

1.5

6.2

1.5

0 20 40 60 80
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（５）生活習慣病予防等の対策と健康寿命延伸の取り組み 

本市では、メタボリックシンドロームに着目した健康診査やがん検診等を実施し、

生活習慣病予防の保健指導や、健（検）診受診後の事後指導を強化してきました。 

評価結果をみると、適正体重を達成・維持している人の割合、定期的に健康診査を

受けている人の割合は増加しています。一方で、３割近くの方は、健（検）診受診後、

生活習慣の見直し等に何も取り組んでいません。 

また、がん検診を受けている人の割合は全ての項目で減少しています。 

BMI（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

※ＢＭＩは年代ごとに以下の範囲を標準とし、標準より高い場合が肥満、低い場合をやせとしています。

18～49 歳：標準（18.5～24.9）、50～64 歳：標準（20.0～24.9） 

65～74 歳：標準（21.5～24.9）、75 歳以上：標準（21.5～24.9） 

健康診査等の受診率（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

やせ 標準 肥満 無回答

回答者数 =

男性　10・20歳代 42

男性　30歳代 54

男性　40歳代 76

男性　50歳代 79

男性　60歳代 114

男性　70歳以上 136

57.1

75.9

78.9

83.5

72.8

61.8

21.4

3.7

3.9

2.5

5.3

8.1

5.6

1.3

3.8

7.9

8.1

21.4

13.0

13.2

8.9

10.5

12.5

1.9

2.6

1.3

3.5

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

女性　10・20歳代 85

女性　30歳代 100

女性　40歳代 93

女性　50歳代 125

女性　60歳代 143

女性　70歳以上 163

76.5

68.0

64.5

65.6

53.8

62.0

7.1

6.0

10.8

6.4

16.1

8.0

8.0

7.5

6.4

10.5

6.7

14.1

17.0

15.1

18.4

13.3

16.0

2.4

1.0

2.2

3.2

6.3

7.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

定期的に受けている ２年に１回程度受けている

直近の３年間は受けたことがない 受けていない

無回答

回答者数 =

女性　10・20歳代 85

女性　30歳代 100

女性　40歳代 93

女性　50歳代 125

女性　60歳代 143

女性　70歳以上 163

22.4

25.0

12.9

19.2

14.0

14.1

63.5

65.0

73.1

69.6

72.0

66.3

3.5

8.0

6.5

8.0

11.9

15.3

10.6

2.0

7.5

3.2

2.1

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

男性　10・20歳代 42

男性　30歳代 54

男性　40歳代 76

男性　50歳代 79

男性　60歳代 114

男性　70歳以上 136

11.9

11.1

1.3

2.5

4.4

0.7

73.8

68.5

78.9

58.2

74.6

71.3

9.5

18.5

19.7

38.0

20.2

24.3

4.8

1.9

1.3

0.9

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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健（検）診後の行動について 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

指標 
策定当初値 

（Ｈ29（2017））

直近値 

（R4（2022））
目標値 評価

①適正体重を達成・維持している人の割合 

成人 68.6% 69.4% 75%以上 B１ 

②定期的に健康診査を受けている人の割合 

成人男性 65.6% 71.4% 75%以上 B１ 

成人女性 53.2% 64.1% 75%以上 B１ 

③がん検診を受けている人の割合 

胃がん 30.3% 28.9% 50%以上 C 

肺がん 31.9% 27.5% 50%以上 C 

大腸がん 40.3% 34.8% 50%以上 C 

子宮頸がん 45.7% 39.7% 50%以上 C 

乳がん 43.8% 41.4% 50%以上 C 

④健診受診後，生活習慣の改善等に取り組んでいない人の割合 

 25.5％ 31.3％ 20％以下 C 

⑤健康寿命の延伸 

成人男性 81.40 調査中 平均寿命の増加

を上回る健康寿

命の増加 成人女性 85.09 調査中  

％

医療機関を受診

保健センターに相談

食生活の見直し

運動習慣の見直し

飲酒習慣の見直し

喫煙習慣の見直し

その他

何も取り組んでいない

無回答

36.9

0.5

16.3

11.1

3.2

0.8

1.8

31.3

17.1

50.4

2.1

19.0

14.1

3.0

0.5

1.4

25.5

8.8

0 20 40 60

令和４年度調査

（回答者数 = 1,141）

平成29年度調査

（回答者数 = 568）
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４  「食育推進計画」の評価 

（１）健康を維持する食習慣の確立と実践 

本市では、ライフステージに合わせた健康を維持する食習慣や食に関する知識の普

及・啓発、学習機会や情報の提供等を行ってきました。 

評価結果をみると、成人における適正体重を達成・維持している人の割合が増加し

ています。一方、年代別にみると、高齢者の痩せの割合が高くなっています。 

また、朝食を食べる人の割合（成人）、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日

２回以上の日がほぼ毎日の人の割合、野菜を１日に350ｇ以上食べている人の割合が

減少しています。 

朝食の摂取率（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

週６日以上食べる 週４～５日は食べる 週２～３日は食べる

ほとんど食べない 無回答

回答者数 =

男性　10・20歳代 42

男性　30歳代 54

男性　40歳代 76

男性　50歳代 79

男性　60歳代 114

男性　70歳以上 136

57.1

55.6

65.8

69.6

80.7

89.7

4.8

16.7

9.2

5.1

6.1

4.4

11.9

7.4

7.9

10.1

0.9

1.5

23.8

20.4

17.1

13.9

10.5

4.4

2.4

1.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

女性　10・20歳代 85

女性　30歳代 100

女性　40歳代 93

女性　50歳代 125

女性　60歳代 143

女性　70歳以上 163

57.6

75.0

75.3

73.6

82.5

87.1

27.1

12.0

11.8

4.8

7.0

6.7

7.1

3.0

3.2

11.2

3.5

2.5

8.2

9.0

9.7

8.8

4.9

1.8

1.0

1.6

2.1

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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野菜を一日に 350ｇ以上食べているか（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

主食・主菜・副菜をそろえた食事を１日２回以上食べる頻度（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

回答者数 =

男性　10・20歳代 42

男性　30歳代 54

男性　40歳代 76

男性　50歳代 79

男性　60歳代 114

男性　70歳以上 136

14.3

18.5

11.8

21.5

27.2

27.9

47.6

59.3

65.8

59.5

54.4

52.2

38.1

20.4

21.1

19.0

18.4

17.6

1.9

1.3

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

女性　10・20歳代 85

女性　30歳代 100

女性　40歳代 93

女性　50歳代 125

女性　60歳代 143

女性　70歳以上 163

32.9

21.0

28.0

28.0

34.3

35.6

43.5

56.0

63.4

53.6

46.9

49.1

22.4

22.0

8.6

18.4

17.5

12.3

1.2

1.0

1.4

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日食べている 時々食べている ほとんど食べていない 無回答

回答者数 =

男性　10・20歳代 42

男性　30歳代 54

男性　40歳代 76

男性　50歳代 79

男性　60歳代 114

男性　70歳以上 136

38.1

31.5

35.5

36.7

41.2

51.5

19.0

37.0

27.6

36.7

26.3

33.8

31.0

24.1

27.6

21.5

20.2

10.3

11.9

5.6

9.2

5.1

12.3

3.7

1.9

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

女性　10・20歳代 85

女性　30歳代 100

女性　40歳代 93

女性　50歳代 125

女性　60歳代 143

女性　70歳以上 163

40.0

48.0

33.3

31.2

46.2

50.9

21.2

29.0

38.7

28.0

23.1

35.6

30.6

17.0

17.2

26.4

19.6

8.0

8.2

6.0

10.8

14.4

9.1

5.5

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週６日以上 週４～５日 週２～３日 週１日以下 無回答
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自分の体型に対する認識（ＢＭＩ別） 

【男性】                     【女性】 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

回答者数 =

低体重（やせ） 5

普通体重 31

肥満 4

低体重（やせ） 6

普通体重 37

肥満 10

低体重（やせ） 1

普通体重 60

肥満 15

低体重（やせ） 2

普通体重 46

肥満 30

低体重（やせ） 5

普通体重 85

肥満 23

低体重（やせ） 1

普通体重 97

肥満 33

7
0
歳
以
上

2
0
歳
代

3
0
歳
代

4
0
歳
代

5
0
歳
代

6
0
歳
代

60.0

6.5

50.0

8.1

16.7

50.0

19.6

14.1

100.0

18.6

25.8

50.0

40.5

50.0

26.7

46.7

17.4

50.0

24.7

60.9

21.6

51.5

67.7

25.0

45.9

20.0

46.7

63.0

3.3

20.0

61.2

4.3

56.7

9.1

40.0

50.0

5.4

100.0

8.3

50.0

80.0

3.1

25.0

30.0

1.7

53.3

46.7

34.8

39.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太っている 少し太っている 普通 少しやせている やせている 無回答

回答者数 =

低体重（やせ） 19

普通体重 54

肥満 3

低体重（やせ） 25

普通体重 65

肥満 8

低体重（やせ） 12

普通体重 68

肥満 6

低体重（やせ） 24

普通体重 87

肥満 10

低体重（やせ） 20

普通体重 103

肥満 17

低体重（やせ） 23

普通体重 108

肥満 25

2
0
歳
代

3
0
歳
代

4
0
歳
代

5
0
歳
代

6
0
歳
代

7
0
歳
以
上

5.6 

100.0 

6.2 

87.5 

10.3 

100.0 

12.6 

70.0 

5.8 

82.4 

3.7 

76.0 

27.8 

38.5 

12.5 

33.8 

29.9 

30.0 

33.0 

17.6 

33.3 

24.0 

47.4

59.3

36.0

46.2

25.0

44.1

41.7

44.8

25.0

53.4

4.3

51.9

36.8

7.4

40.0

7.7

41.7

10.3

41.7

11.5

25.0

7.8

34.8

9.3

15.8

24.0

1.5

33.3

1.5

16.7

1.1

50.0

60.9

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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指標 
策定当初値 

（Ｈ29（2017））

直近値 

（R4（2022））
目標値 評価

①適正体重を達成・維持している人の割合 

児童 93.0% 調査中 100%  

成人 68.6% 69.4% 75%以上 B１ 

②朝食を食べる人の割合 

幼児 95.7% 調査中 100% 

成人 82.1% 75.9% 95%以上 C 

③主食・主菜・副菜を組み合わせた食事が１日２回以上の日がほぼ毎日の人の割合 

 72.6% 71.9% 85%以上 C 

④こどもに合った食事内容を知っている人の割合 

 86.6% 調査中 100%  

⑤野菜を１日に 350ｇ以上食べている人の割合 

 34.1% 27% 40%以上 C 
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（２）食の安心安全への取り組み 

本市では、食品の安全、食品の表示に関する知識の普及や、災害時の非常用食料等

の備蓄の必要性の啓発を行ってきました。 

評価結果をみると、災害に備え、非常用食料等を備蓄している人の割合に大きな変

化はみられず、目標値には至りませんでした。

指標 
策定当初値 

（Ｈ29） 

直近値 

（R4（2022））
目標値 評価

①災害に備え、非常用食料等を備蓄している人の割合 

 44.6% 44.9% 55%以上 B2 

②外食や食品購入する時に栄養成分表示を参考にしている人の割合

 59.8% 61.2% 70%以上 B1 
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（３）食育の推進と連携 

本市では、食育月間における取組の促進、食に関する指導体制の確立、関係機関と

の連携を進めてきました。 

評価結果をみると、食育に関心を持っている人の割合は増加しています。 

また、食育に関心を持っている人は、健康づくりへの関心も高い傾向にあります。 

食育に関心があるか（性・年代別） 

資料：「第４次芦屋市健康増進・食育推進計画」策定に係るアンケート調査結果報告書（令和４年度（2022））

指標 
策定当初値 

（Ｈ29（2017））

直近値 

（R4（2022））
目標値 評価

①食育に関心を持っている人の割合 

 69.4% 71.7% 80％以上 B１ 

②郷土料理や伝統料理（行事食等）等、地域や家庭で受け継がれてきた料理や味、食べ方等を受け継いでいる人の割合

 44.6％ 44.9％ 55％以上 B2 

回答者数 =

男性　10・20歳代 42

男性　30歳代 54

男性　40歳代 76

男性　50歳代 79

男性　60歳代 114

男性　70歳以上 136

23.8

16.7

19.7

19.0

14.9

14.7

33.3

53.7

50.0

45.6

49.1

42.6

31.0

16.7

18.4

22.8

21.9

27.2

11.9

11.1

11.8

12.7

13.2

14.0

1.9

0.9

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%
回答者数 =

女性　10・20歳代 85

女性　30歳代 100

女性　40歳代 93

女性　50歳代 125

女性　60歳代 143

女性　70歳以上 163

25.9

30.0

34.4

24.8

28.0

26.4

42.4

50.0

49.5

52.8

49.0

51.5

23.5

13.0

14.0

17.6

20.3

16.6

7.1

7.0

2.2

4.8

2.1

3.1

1.2

0.7

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心がある どちらかといえば関心がある

どちらかといえは関心がない 関心がない

無回答


